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第1回高校生のためのアートライター大賞 最終選考会議
選考委員座談会

平成17年11月15日 　筑波大学秋葉原キャンパス

出席者

司会

穴澤秀隆 『美育文化』編集長 ( 美育文化協会 )

今橋映子 東京大学大学院総合文化研究科 助教授

押金純士 月刊『BT/ 美術手帖』編集長 ( 美術出版社 )

藤本陽子 茨城県近代美術館 企画課長

五十殿利治 筑波大学大学院人間総合科学研究科芸術学専攻長

五十殿： 大賞 3点特別賞 1点について、また特に、気

になったものについて、大賞には足りなかったけど、

これは良かったという文章があればご意見をおきかせ

ください。最初の作品は、白崎藍さんの「心」。自分の

作品、これを描くプロセスについて、自己主張を含め

て自分史を折り重ねる。しかし、決して予定調和的に

作品ができていくのではなく、そこに様々な屈曲が折

り込まれた、なおかつそれを読ませる力、筆力という

んでしょうか、そういうものを私は、指摘できると思

うんです。いかがでしょうか。

穴澤： 現代では情報が大きな価値になっていますよね。

情報のやりとりは、当然に他者との間に起こることで、

それを共有して活用することで、私達は豊かな人間関

係を獲得できると考えているわけでしょう。でも、そ

の一方で、情報に耳を閉ざして、個人のなかに没入し

ていくことによって、初めて見えてくるものもある気

がします。これは、ある意味でコミュニケーションを

否定して孤独になることです。しかし、今の学校のな

かで、孤独であることは、あまりいいことではないで

すよね。友だちを持つことが大事で、「仲良く」という

ことが、最大の価値規準になっています。そういうな

かで、この「心」の筆者は、絵をかくという孤独な時

間を豊かに生きることを知っている人だという気がし

ます。

押金： 今回、「心」以外にも作品を制作するうえでの

きっかけとか、どうしてその作品を作るかということ

に関して書かれた文章が多く、非常に面白かったです

ね。個性というか、作品というのは、本当に、描いて

らっしゃる作家のみなさんいうように、意図せずして

出来てくるというところがある。ただ、それをもう一

つ自分で考えたとき、単に、こういうものができました、

というところだけではなくて、なぜそういうふうなこ

とができたのかというところ、どうして生活するかと

いうことも含まれるんですが、何故こういう作品を自

分がつくったのかという分析をしていくことが、逆に、

作品を支えるうえでの強度を持ちうると思います。

　作家として今後、描いていくうえでは、自分で、プ

レゼンテーションにつながっていく鍛練ということも

含まれると思います。特にこの作品は、その中では、

強いメッセージを放っていましたけど、他のたとえば、

大久保美貴さんの「作品と私」など、そういったとこ

ろが、見ることができました。白崎さんの作品は、新

しい発見があったり、自分の意図していないことが見

えてきたことについて、より強い印象を与えるという

ところで、評価が高かったと思います。

今橋： 具体的なところでいうと、「心」という作品のな

かの、制作過程を語ることばに惹かれました。制作中

にあらわれる形象は、意外にも自分が考えているもの

じゃなかったり、あるいは自分の感情をそれで高めっ

ていくと、タッチが非常に激しくなってしまったとか、

そういうところを非常に細かく描いているところです。

何か読んでいて、こちらも一緒に緊迫感をもった部分

があったということ。それから、自分の心というのは
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具体的にどんな感情かというと、言葉になってしまう

ので、説明できるんだったら言葉にする、それができ

ないものが絵になるんだということを言っている。そ

れをまた言葉で書いているという、その複雑なことが

とてもうまく表れていて、言葉と絵というメディアと

しての違いが、ここまで問われていることが重要だと

思います。

　あともうひとつは、一番最後のところにその制作作

品自体がでてくるんですけども、私は、「あっ、こうい

う絵だろうな」と思えたというか、なるほどなと思え

たという着地点があったんです。つまりそれは彼女の

書く努力が、いかに上手く実を結んだのかということ

が、最後に目撃できたということだと思います。

藤本： 言葉にできないから、絵を描くんだという自己

表現の方法を、彼女は主張しつつ、それを超えなけれ

ばいけないというところを、文章として表現し、なお

かつ読ませる力があるというふうに感じて、この作品

にひかれました。

五十殿： ありがとうございました。続いて、田邊萌陶

乃さんの「盲目の人々」ですが、これは写真家の素材

自体が非常にユニークなものだと思いますが、その素

材のユニークさにもたれかからないで、自分と作品の

関係を書いている所が、いいんではないかというふう

に思います。こういう重い主題は、確かに主題のほう

に関心が傾きがちですが、バランスが非常にいいんじゃ

ないか、自分の見方というものを出せているというこ

となんじゃないかと思います。

押金： 内容そのものが非常に重たいというか、視覚障

害者に対しての意見であるとか、そういうところは確

かにあるんですけども、基本的には美術をどう見るか

ということになると思います。作品の中では美術の授

業で話し合いをしながら、ストーリーを追っていくと

ころがあって、さまざまな意見が出たり、筆者ともう

一つ離れた視点での話し合いのなかで考察されている。

非常に客観性というか、理路整然と書かれているとい

う感じがしました、自分だけで見ているわけではなく

て、他の人の視点も入っているという部分が非常に優

れた点ではないかと思います。

五十殿： 「私たち」という言葉が途中から出てるんです

ね。押金さんの指摘にそえば、最初、「私」といってる

んですが、途中で結構、「私たち」という言葉が出てく

るという所がポイントだと思いますね。

押金： そうです。

五十殿： ひろがっているということですね。

穴澤： 美術教育の目的一つとして、「他者理解」という

ことがあります。これは単純に言えば、「だれもがすご

い」ということの共感です。それは本来は、どの教科

でもあるはずなのですが、認知的な教育の場面では見

えにくくなっています。例えば、数学の能力がすごい

というのは、多くの場合、その正確さやスピードに感

心しているわけで、独創的な発想力が評価されている

のではないと思います。これは目指していることが同

じであるために、そうなりがちなわけです。でも美術

の場合は、作品はどれもちがうので、隣の友だちの絵

を見て、「お前スゴイな」と他者を評価することが、ご

く自然にできます。

　ところで、その他者理解という点で、とかく忘れら

れがちなのは、障害を持っている人のことですね。「盲

目の人々」の筆者は、そういう人との理解を目指して

いるわけで、これは美術の世界をたいへん広く捉えて

いることだと思います。そういう認識が軽々とできて

いるところに、この人のパーソナリティーを感じまし

た。皆さんもおっしゃるように、全体の構成もしっか

りしていて、文章力も評価できます。

今橋： ソフィ・カルを語るときの、フランス文学研究

者を中心とした、一定の語り口っていうのがあるよう

な気がするんですね。それに対して、今回は三宅光さ

（左から）穴澤委員、今橋委員、五十殿委員
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んの「あの空を見上げれば ...」とか、いくつも現代美

術のものがありますが、むしろ若者たちは構えること

なく、現代美術に接しているということが、フランス

文学における、一種気取った見方と対比してみると、

とてもいいなと思うんです。現代美術が地続きに自分

達の所にあるという部分で、その構えのなさというも

のが文章にしなやかさを与えていると思うんです。

　「です・ます」調なんですよね。「です・ます」だと、

普通は押しつけがましいということになりかねない、

難しいんですが、自然に何か、「です・ます」を選んで

書いているという感じ好ましいです。あと、私達の見

える世界だけが全てではなかったということに関して

は、障害者と私達の連帯とか、一定の期待されるモラ

リティーというものとは、違うところで世界を新たに

発見しているということが、この文章によく表れてい

ると思います。

五十殿： 藤本さんなにかつけ加えることがありますか。

藤本： そうですね、かつて「盲目の人々」を見たとき

の戸惑いにも似た感覚を思い出しながら読みました。

視覚障害者の場合、右腕がない人が左腕で、聞こえな

い人が振動で、というのと違って、物理的に補完でき

ない状況におかれているわけですよね。視覚障害者を

被写体として提示するというこの重いテーマを、私自

身は書けなかったり、踏み越えられなかったりするの

ですが、田邊さんは理路整然と書かれている。そこは

素晴らしいとおもいます。ただ、私達の場合は、見え

る人達を相手にしているわけですので、まったく光の

ない世界にいる人達に、思いを致してしまうと、とても、

やっぱり ...。

五十殿： 美術館の現場だと余計 ...。

藤本： 現場にいると、やっぱりこれを見た時のショッ

クは ...。それをテーマとして出して書かせるという試

みは、他者を思いやるという点では、最高のテーマか

もしれないけれども、なかなか難しいなと思います。

美術だけでは語れないという。

五十殿： 有り難うございました。最後に、繁昌茉音さ

んの「見過ごしたものは何ですか」。これは、「足跡パ

フォーマンス」という、ある高校のバザーでのパフォー

マンスというものです。こういう芸術支援的なものに

ついて、アートに関わることの喜びをテーマにした素

直に、しかも歯切れのいい文章で、写真を的確に使っ

て、説得力をもって展開しているように思います。子

供も非常に楽しそうにやっているな、というのが伝わっ

てきます。

藤本： 確かに、先ほど補足説明を受けて納得したなと

いう部分が文章の中にありました。文章に、実に生き

生きとイベントというものが述べられていて、楽しく

読んでいった時、突然、大きな転換があって、クリス

トの問題になっていて、なぜここで突然クリストへ行

くんだという ( 笑 )。こうした大きな転換がいきなりあ

り、それでいて最終的に、総括できたというところが

あり、気持よく読ませていただきました。あえていえば、

なぜここでクリストに行くのかな、という思いがあり

ます。それとあと一つ、始めの一歩、この一歩の大切

さというのを、もうちょっとまとめて欲しかったかな

という感じがするのですが。

五十殿： 「最初の私の苗」だから。

藤本： そうですね。種が落として何ができたという点

で。社会性がある人として ...。

五十殿： 確かに社会性に関わってくるという意味では

何か理解する勉強が出来たかもしれません。押金さん

いかがですか。

押金： 臨場感、あるいは質感が、よく観察してあって、

非常にレポートとして優れていると思いました。他に

もこういった美術支援的なものであるとか、レポート

（左から）藤本委員、押金委員
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的なものがもちろんあったですけども、実はもう少し

そういったものが多いことを、応募作品の中から、優

秀作品として期待していたのですけど、少なかったと

のかなあという気がしています。

　それと、やはりどこに焦点を最終的にもってくるか、

予定調和的にならないような面白さを発見するという

ことの難しさというか、取材することの大変さみたい

なことですね、そういうことを思いながらも、この作

品は全体としてレポートとして非常によくかけている

と思います。

穴澤： 学校教育で美術が他教科と際立っている点とし

て、「作品」という「もの」を媒介とした教育だという

ことがあります。理念や概念の肥大化が懸念される近

代社会では、これはじつに魅力的な観点です。でもそ

のため、「作品を大事にしましょう」ということになり、

作品の完成度が、子どもの創造力の評価に短絡される

事態が起こってきました。

　そういう作品主義の弊害を批判する立場から、作品

が尊いのではなくて、作るということ自体に意味があ

るという、つまり、行為とか時間とか、あるいはその

プロセスを重視する考えが、美術教育の理念としても

台頭してきたわけです。このレポートの場合は明らか

に後者であって、ここでは作品の「完成」ということは、

ある意味で曖昧になっています。

　パフォーマンスをどこで終わりにしたらいいのかは、

やっている当人もじつはよく分からないと思うんです

ね。パフォーマンス自体が「作品」だと言うなら、そ

の終了が「完成」になるわけでしょう。でも、この足

型をどこかに展示するなら、それも「作品」になるわ

けだし、この人のように、その報告をレポートとして

書けば、それがまた「作品」になってくる。つまり「ど

こまでが作品か」ということは、単純には決められな

いわけですね。そういうことの面白さも、このレポー

トにはあると思います。

五十殿： 今橋さんにしめていただきましょう。

今橋： 五十殿先生から、写真の使い方も評価の基軸に

していと、説明を受けてなるほどと思ったんです。こ

うやって見ていきますと、2つの写真が微妙に重なり

合うようになっており、たいした編集能力ではないの

ですけど ( 笑 )、でも努力がいいかなと。そういうこと

に気がついてもう一度、このパフォーマンスを写真で

見てみますと、実はそんなに人数がいるわけじゃない

ということが分かるんですね。パフォーマンスがあっ

て人だかりができて、派手な行事になったものじゃな

かったということは明らかに見てとれるんです。けれ

ども文章とそれを比べて読んでみると、おそらく数少

ないであろう参加者との交流というものを非常に大事

にして、良く観察して、これを描こうしていることが

分かるという意味で、作者の行為に対する誠実さとい

うことを感じました。

　もう一つは、穴澤さんがおっしゃった、完成しない

パフォーマンス、足ですけれども、土が温かいとか赤

ちゃんの足が小さいとか、大事なことがきちんと発見

されている。それは視覚のみを優先してきた美術のあ

り方を転換してきた、現代美術の一つの大きなテーマ

に自然に繋がっています。だからこそ、仕切りのない

野外で準備を始めていると、広く思っていたキャンパ

スが小さく思えたというような、全くの日常が違うふ

うに見える。裸足でおりただけでも違った風に見える

という、人生におけるちょっとした発見のようなもの

が書かれていて、そういう点でも、好感が持てると思

いました。

五十殿： ありがとうございました。以上、大賞につい

ては、それぞれ御意見を頂きました。では最後に、島

田奈名子さんの「デザインはドーピング」です。これ

はやはり、最初、今橋さんに口火を切っていただいた

方がよろしいんじゃないかと思います。

今橋： 先ず、私の趣味かもしれませんが、これはとて

もいいと思いました。それは先ほど申し上げたように、

主催者側が提示した三つのゆるやかな分野という提案

を、良い意味で裏切ってくれたという面白さがあると

いうこと。それからあと、最後のところがとてもいい

と、言葉としていいと思いました。それは既成のアー

トの概念を崩すとか、よくいわれるものではなく、アー

トが持っている過剰な部分、いろんな領域に広がって

いくような、そういうものを、実感として捉えてくれ

た面白さだと思います。

　それから、ハードルのエピソードも面白かったです

ね。高いハードルにもし花柄が描いてあれば、野原で

遊ぶように飛べるのではないか - という所。運動選手

ならではの感覚とか、そういうものが描いてあるとい
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う意味で、私はこういう文章が、多分、大学生になっ

たらもう出ないかなというような、新鮮さを持ってい

ると思うんです。

五十殿： なるほど、高校生らしい。

今橋： はい。いい意味での高校生らしさがでています

ね。普通に運動部に所属している人が、これだけ美術

に興味を持っていこうとしているというきっかけがあ

り、この一つ企画を通じて私たちもこういう感性に出

会えたということが、幸せだと思います。

五十殿： ありがとうございます。ほとんど言い尽くし

てしまったという気がするんですけど ( 笑 )。穴澤さん

いかがですか。

穴澤： おそらく多くの人がそうだと思いますが、高校

生になると、それぞれ、自分の得意分野がはっきりし

てきて、野球をやる子は野球一筋、音楽が好きな人は、

サウンドの世界にどっぷりという感じになってきます

よね。そして美術が好きな人は、アートに深く分け入っ

ていくことになります。これは本人にとっては自然な

ことかもしれませんが、文化のカテゴリーによって、

世界がどんどん文節化されていく事態でもあるわけで

す。

　この人の場合は、スポーツのスピード感で美術を受

け止めているようなところがあり、それがみずみずし

く感じられました。美術も音楽もスポーツも、教科と

して分立しているほどには、別個のものではなく、身

体論的には相互に繋がっていることを、高校生らしい

軽やかな感覚で捉えているところがいいですね。

藤本： 私はまず、ドーピングという言葉が、この場合

妥当かどうかということから始まったのですが、そう

いう次元のものでは無いと ...。これは自分が推したも

のですけど、日ごろ美術とあまり係わりを持たない世

界の人間が、しかも、高校生だからこうなったと思う

んですけれども、自分のスポーツの世界に美術を持ち

込んで、知っているありったけのものを書いたという、

その強引さがかえって気持ちいい文章で、美術を知っ

た楽しさが ...。

五十殿： アートは楽しいってことですか。

藤本： そう。気がついた嬉しさで、夢中になって、あ

れもこれもと自分の世界に持ち込んで述べているとい

うことで、この作品は、面白く読ませて頂きました。

押金： 最初、この作品が美術的なのかどうか、という

ことを考えていたのです。実際に制作しているわけで

はないし、作品と何か関連しているわけではないんで

すけれども、美術、あるいはデザインと、運動ですね、

それが実は以外と近かったり、さっき穴澤さんもおっ

しゃいましたが、身体を動かしたりとか、その直感的

な何かというところで、それこそ、幼稚園などでの「お

絵書き」と「お遊戯」みたいなところで語られること

もあるのですが、身体的なところという意味で、かな

り直感的ですけれども、なにかに気付いているという

ところが面白いと思いますね。文章全体の中にいろん

なアイデアを持ち込んできているという点で、ちょっ

とかわったところがありますけども、面白かった。

五十殿： ちなみに、「体芸」といいまして ( 笑 ) 。我が

大学では建物まで「体芸」で、体育と芸術は並び称さ

れています ( 笑 )。これは、微妙な接点とすれ違いの文

章なんです。アートとの接点とすれ違いは微妙で、接

点を持つときに電流が流れているということが逆に分

るんです。こういうときでないと取り上げられないか

もしれない。常識的なアートエッセイで判断すると、

これは難しいかもしれない。でも、是非、特別賞を差

し上げたいという何かを持っていたという作品ですね。

ありがとうございました。

　それでは、もし大賞、特別賞以外で、応援しておき

たいというものがあれば、もう少しで特別賞だったな

というものがあれば、ご意見をお願いします。ずいぶ

んしぼってきてしまったので、何か一つを取りあげる

というのは難しいのかもしれないんですが、特に応援

演説したいものが、あれば。今橋さんはなにかありま

すか。

今橋： 菅千尋さんの「伝えること̶人と人との繋が

り̶」。紙芝居についてのものなんですが、これは、「見

過ごしたものは何ですか」と、非常に近いものがあり

ました。この方の報告は、紙芝居をやってみたけど、

決してみんながいい反応をしてくれるわけじゃない、

というところの過程ですね。つらい過程が非常によく
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書かれていて、それが最後、子供の一言で、自分がと

ても救われたという気持ちのところ、何か他人事でな

く読んでしまいました。教育現場にいると ( 笑 )。

五十殿： 救われる部分がある ( 笑 )。

今橋： はい。いつでもみんなが感心して聞いてくれる

わけでもないし、いろんな過程があるわけですけど、

自分よりも若い世代の一言が、自分の努力をどこかで

救ってくれる。そういうことが非常に爽やかな形で書

かれているという意味で、私は好論だと思いました。

穴澤： 三宅光さんの「あの空を見上げれば ...」ですが、

若いというのはおそらく、とりとめのないことだと思

うんですよね。将来の見通しをしっかりもっているな

んて、なんだかズルイ。本人もどうなるか分からない

というような不安の中にこそ、切実な感覚があるはず。

 それに対して、まとめることは、いくらでも上手にな

ります。編集なんてまさしくそうです。手持ちのもの

をいかに、ていよくまとめて分かりやすく提示するか

という能力ばかりが身についちゃう ( 笑 )。

　ですから若い人に「よくまとまってますね」という

のは、褒め言葉としては使いたくないんです。そうい

う意味で「あの空を見上げれば ...」は、たしかに未整

理な部分は目に付きますが、それは欠点ではなく、爽

やかで新鮮な印象を受けました。

押金： 全体として非常に面白く読ませて頂きました。

高校生の文章ということで、やはり新鮮だったという

ことがありました。全体として非常に楽しむことがで

きました。その中でも特に大久保美貴さんの「作品と

私」とか、あるいは日角有希さんの「『モナ・リザ』と

私」とか、そのあたりも、非常にそれぞれ作品と私の

関係を上手く伝えていたり、『モナ・リザ』と私がどう

いうふうに出会ったか、文章としても非常に読ませる

というところで、評価したいなと思います。全体とし

て非常にレベルが高かったんではないかなと思います。

五十殿： ありがとうございます。将来的に BT に載り

そうな人は出ますかね ( 笑 )。是非 ( 笑 )。

全員 ：( 笑 )。

藤本：「『モナ・リザ』と私」は、一作品に対する思い

が素直に綴られておりまして、その思いというものの

今後を、知りたいという私の思いがございますのと、

今回賞を設けた狙いの一つでもあるのでしょうけれど、

やっぱり一つの目標があるということと、指導者がい

るということは、今後、大いに美術にとって必要なこ

とだなと思いました。

五十殿： 頼もしいことですね。

藤本： 当初は、国語力の問題になるのではないかとい

う、危惧のようなものを抱いておりましたが、総社南

高校でも、国語ではなく美術の時間にやったというこ

と、あと「盲目の人々」にしても、能力・表現力の豊

かさというものがすごく伝わってまいりますし、素直

な感想を述べられているので。今回のようないい機会

を頂きましたことを感謝しております。是非、今後も ...。

五十殿： 続けたいと思いますが、なかなかこれ

が ....( 笑 )。

藤本： 私達は制作の側で、文章よりも、作ることを。

そして極力、理詰めでの説明じゃないほうでいきたい

と思っていたのですが、今回のことで、見て感じたこ

とと、それを文章化することというのが、必ずしも遠

い関係ではないのだなと。

五十殿： 私はもうあまり言うことはないんですが、総

社南高校のお 2人は確かにすごいなと思いました。札

幌平岸南高校の人達もがんばってたんですけど、ちょっ

と残念でしたね。学年の違いって大きいのでしょうか。

平岸高校は先生が熱心に指導してくださったのかも知

れませんね。私は『モナ・リザ』、おしゃれだなと思っ

てました。やっぱり、最後は筆力なのかなと思います。

上手く書くのではなくて、説得力をもって書くってい

うこと。頑張っていただいた。感謝で一杯です。御協

力有り難うございました。
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